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エネルギー政策の見直し議論で注目されるバイフューエル車

エネルギーの多様化とCO2排出削減を両立
「化石燃料の高度利用」のための有力な回答

福島原発事故の影響で、日本のエネルギー政策の見直しが始まっています。
自動車燃料も中期的に多角化して、化石燃料を高度利用することに目が向けられ始めました。
LPG（液化石油ガス）車、CNG（圧縮天然ガス）車がエコカーとして再浮上するのでしょうか。

　今回の原発事故で、「脱原発」の声が強まり
ました。地球温暖化対策で、自動車の電気化
が有力視されてきましたが、事故の影響で原
発が制約を受けて深刻な電力不足に陥るとな
ると、こちらも見直しが必要になります。自動
車は燃料を多角化し、ガソリンなどの化石燃
料を高度利用することが必要になってきます。

「高度利用」は進行しているエネルギー基本計
画の見直しの論点のひとつになっています。
　もちろん自動車の CO2 排出削減も重要課
題になります。そこで浮上してきたのが、天
然ガスや LPGといった燃焼時の CO2 排出が
少ないガス燃料の利用です。
　日本の LPG 車の歴史は古いですが、保有
台数は現在約 30 万台。1990 年代半ばから
導入が始まった CNG 車は 4 万台ほどにとど
まっていますが、世界では LPG 車は1580
万台、CNG車を含むNGV（天然ガス自動車）は
1200万台も保有され、走っています。2000

年以降、LPG 車、
NGV のどちらも
世 界 的 に み て 急
激 に 保 有 が 拡 大
しているのです。
背景には、燃料と
し て ガ ソ リ ン や
軽 油と 比 べ 安 価
な こ と が 挙 げ ら
れ ま す。欧 州 で
LPG は ガ ソリン
に 比 べ て 半 額 か
ら 4 分 の 1 ほ ど
で 購 入 で き る そ
うで、これがドイ
ツ やト ル コ で の

LPG 車保有の拡大につながっています。
　日本でも LPG は、150 円前後のガソリン
価格に対して 80 ～ 90 円で購入できます。
また LPG のオートガススタンドは日本に
1900 カ所あり、全国たいていのところで燃
料を充てんすることは可能です。このほか、
東日本大震災でガソリン、軽油の供給が一時
ストップした時、LPGは被災地でも比較的円
滑に供給されていました。災害に強いことも
LPG が再評価されてきている理由です。
　これまで LPG は主に中東から輸入されて
きたため、「エネルギーの中東依存度が下が
らない」との理由で、エネルギー安全保障の
観点から低い評価を与えられてきました。し
かし近年、サウジアラビアなどは、自国のエ
ネ ル ギ ー 消 費 を 太 陽 光 発 電 で ま か な い、
LPG は原油などとともにできる限り輸出に
回して外貨を稼ぎたい、との方向で政策を進
めています。その結果、日本が太陽光発電の

分野でサウジアラビアに技術協力すること
で、安定的な LPG 供給が受けられるという
見方をする専門家もいます。
　課題となるのが、LPG の燃料としての高
度利用です。車両として注目されるのがガソ
リンと LPG のどちらも燃料として利用でき
る「バイフューエル車」になります。
　LPG 車というと「ミキサー方式」（ガソリ
ン車のキャブレターと同様な方式）の燃料供
給方式で、パワー不足が指摘されてきました
が、最新の LPG 車は電子制御燃料噴射方式
を採用し、パワーも燃費もガソリン車とそん
色ありません。
　欧州ではガソリン、LPG のバイフューエ
ル車は普通に走っており、バイフューエルの
改造キットは電子制御燃料噴射方式を採用
しています。日本車に対応して開発された改
造キットを日本に輸入し、バイフューエル車
への改造を手がけている事業者も数社いま
す。LPG はガソリンに比べ燃焼温度が高い
ため、ガスケットなどエンジン回りの消耗部
品の耐久性を高めることが必要ですが、それ
ほど難しいことではありません。
　 もちろん バ イフューエ ル 車 へ の 改 造は
CNG でも可能です。
　エネルギー政策の見直しは議論が始まっ
たばかりで、最終的にバイフューエル車がど
のように位置づけられるかは定かではありま
せん。しかし、岩手県でトヨタ「プリウス」を
LPG のバイフューエルに改造してきた事業
者が、タクシー車両への需要を見込んで、東
京進出を果たしたようです。自動車関連全般
の経営が厳しいときに景気が良い話だと思
いませんか。何事も先んじることで、ビジネ
スチャンスは膨らむようです。

バイフューエルでの利用が注目され始めた LPG 車
（写真は2010 年開催のエコカーワールド）



リッター30㎞走行のガソリン車相次ぎ登場
ダイハツの軽JC08モードで達成

ブームを呼ぶか「第3のエコカー」

　ハイブリッド、電気自動車に続く第 3 の
エコカーが続々登場しています。これらの
モデルは、ガソリンエンジンの燃焼効率を
高める対応で、ガソリン１ℓで 30㎞以上の
走行を可能にしたものです。6 月に登場し
たマツダ「デミオ・スカイアクティブ」に続
き、ダイハツ工業から低燃費化を進めた軽
自動車「イース」が発売されます。
　どちらもリッター 30㎞の燃費性能を売
りにしていますが、測定モードは異なり、デ
ミオ・スカイアクティブは 10・15 モード
走行燃費、イースは JC08 モード走行燃費
という 10・15 モードより 1 ～ 2 割厳しく

なった測定法でリッター 30㎞を達成して
います。イースは軽自動車、かたや登録車、
という違いが表れているのかもしれません。
ちなみにデミオ・スカイアクティブの JC08 
モード燃費は 25㎞／ℓ、一部のハイブリッ
ド車と肩を並べる数字ですからこれも立派
なものです。
　ダイハツの発表では、イースはパワート
レーンの改善で 18％、ボディー剛性を維持
しながら約 60㎏軽量化した車体の進化で
8％、アイドリングストップなどのエネルギー
マネジメント技術で 18％、それぞれ従来に
比べて燃費の改善が行えたとしています。

　注目されるのはエン
ジンで、まず燃焼効率
を上げるために、圧縮
比 を 11.3（従 来 型 エ
ン ジ ン は 10.8）に 引
き上げるとともにイン
ジェクター噴霧の微粒
子 化 な ど 8 項 目 の 改
善を図ったそうです。
これに燃焼室内のイオ
ンで燃焼状態を検知す

る「イオン電流燃焼制御」で監視しながら
EGR( 排気循環）をかけていく「i － EGR シ
ステム」を採用してポンピングロスをなくす
などして燃費性能アップを進めています。
　 エ ネ ル ギ ー マ ネ ジ メ ント で は「eco －
IDLE（エコ―アイドル）」と「エコ発電制御」
が興味深い機構です。eco － IDLE は停車
前アイドリングストップ機能で、ブレーキを
かけて車速が７㎞／ h 以下になるとエンジ
ンを停止し、アイドリングストップ状態にし
ます。一方のエコ発電制御は減速時の運動エ
ネルギーを最大限活用し、バッテリーへ充電
する仕組みです。減速時に目いっぱい充電す
るため、通常走行時や加速走行時は発電を大
幅に抑制して、発電にともなうエンジン負荷
を軽減しています。
　JC08 モードは、エンジン停止状態からの
コールドスタートなども加え、実際の使用条
件に近づけた走行パターンになっています。
最高速度は 80㎞／ h、10・15 モードに比
べて 10㎞／ h 引き上げたとはいえ、実際の
高速走行よりもエンジンに加わる負荷は抑
えられています。このあたりが実燃費にどう
影響するのか、注目したいところです。

NGP 今月のCO2削減量

※リターナブル梱包材の利用にともなう削減効果はNGP協同組合独自のCO2排出削減の取り組みです。
　ダンボールに変えて、専用梱包材を200回繰り返し使用することで削減効果を試算しました。リターナブル梱包材利用にともなう削減効果

24.4 tNGP 平成23年6月： 74.7 tNGP 1月からの累計：

※ NGPをはじめとしたリサイクル部品販売事業12団体は、グリーンポイントクラブを作り、リユース部品、リビルト　
部品を利用することで達成できたCO2の削減量を利用者の皆様にお知らせしています。ご協力ありがとうございます。リサイクル部品利用にともなう削減効果

全１２団体 1月からの累計

70,722tNGP 平成23年6月： 6,668 t NGP 1月からの累計： t39,641

※リターナブル梱包材はドア・フェンダー用に加えて2月よりバンパー用の運用を開始しました。

話題の主なエコカーの燃費比較
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圧縮比14.0で第3のエコカーとして登場した
マツダ「デミオ・スカイアクティブ」

測定法が厳しくなった JC08 モードでリッター当たり30㎞の
燃費性能を誇るダイハツ「イース」

（ダイハツが公開した超低燃費のイ―ステクノロジーを搭載した試作車）



欧州のエコカースタンダードをPR
「スマート モビリティ シティ 2011」にLPG車が出展

　「東京モーターショー 2011」（12 月 2
～ 11 日に東京ビッグサイトで開催）で実
施する特別企画展「スマート モビリティ 
シティ 2011」に LP ガス自動車普及促進
協議会が出展することを表明、展示に関す
る記者発表を行いました。企画展のテーマ
は「最先端の情報・環境・エネルギー技術が
実現する人とクルマと都市の未来」となっ
ています。EV 中心の未来社会が思い描か
れますが、LPG 業界として先進 LPG 車の
技術を紹介し、LPG 車で近未来のエコカー

を PR するとしています。
　具体的には、欧州で販売される最新 LPG
車を次世代自動車展示コーナーに出展する
としています。欧州では、1 台の車両でガ
ソリン と LPG の 燃 料 を 使 い 分 け る バ イ
フューエル車が普通に走っています。イン
ジェクションはガソリンも LPG も電子制
御 式、専 用 の 改 造 キットを 製 造 す るメー
カーも数多くあります。
　日本ではガソリンエンジンの電子制御化
が進んだことと、LPG エンジンの進歩が止

まったままでいたことで、LPG の改造は燃費
の悪化につながるという時代が長く続きまし
た。電子制御化すれば、ガソリンも LPG も同
等になります。欧州では LPG 価格がガソリン
に比べて 4 分の 1 から半額と廉価なために、
LPG に改造するユーザーも多いのです。
　LPG はガソリンとの比較で CO2 削減効
果もあります。また、バイフューエル車では
都市部では LPG、郊外はガソリンと使い分
けることで、都市の大気保全に配慮した燃
料の使い分けも可能になります。
　LPG 車は韓国で保有が 300 万台を超え
ているのを筆頭に世界で 1600 万台近く
走っています。欧州でのエコライフとともに
ある LPG 車を紹介し、世界での普及状況を
映像で PR することも行うそうです。
　スマート モビリティ シティの展示内容
は、出展者の顔ぶれをみると EV 中心とな
ることは間違いないようですが、この中で
LPG 車がどれほど自己アピールをすること
ができるのでしょうか。東日本大震災で災害
に強い LPG 燃料、LPG 車が見直されたこ
ともあり、LP ガス自動車普及促進協議会は

「LPG 車を次世代自動車に位置付けること
は LP ガス業界として重要な課題。環境に優
れた LPG 車を来場者に積極的にアピール
していきます」と会見で意気込みを述べて
いました。

日産が横浜本社で実証実験開始
EVを太陽光発電とスマートグリッドがバックアップ

　電気自動車（EV）の普及に太陽光発電を
加えて、究極のエコカーをめざした実証実
験が、日産自動車を中心に横浜で始まりまし
た。EV は走行時に CO2 排出がない究極の
エコカーです。電気についても太陽光という
再生可能エネルギーを利用すれば、そのエ
コ性能は完ぺきになります。
　また、日産が取り組む実証実験は「リーフ」
に搭載するオートモーティブエナジーサプ
ライ社製のリチウムイオン電池を太陽光発
電で得た電気を蓄えるのに利用します。利
用するのは「リーフ」4 台分の新品電池にな
りますが、実験の目的は EV に搭載された電
池の 2 次利用の可能性を探ることで、EV に
搭載しづらくなった電池のリユースまで、幅
広いエコが検討されていることになります。
　しかし太陽光発電の問題は雨天や夜間に

発電できず、安定した電力供給が
できないケースが想定されること
です。そこで登場するのが「グリッ
ド管理装置」になります。雨天など
で太陽光による発電量が不足する
場合は、まず溜めておいたリチウ
ムイオン電池から電気を供給、そ
れでも不足する場合は電力会社か
ら送られてくる通常の電気を活用
して充電するのですが、その逆に
太陽光発電がフル稼働状態でバッ
テリーも満杯であれば、余剰電力
を オフィス の 照 明 用 な どに 供 給
します。こうした電力供給全体を管理する
のが、グリッド管理装置で、今回の実験では
山洋電気製のグリッド管理装置（定格出力
200kW）が採用さました。

　電池の能力は最大出力 40kW、最大蓄電
容量 96kWh、これを活用しながら急速充
電器 3 基、普通充電器 4 基（充電ソケット
は 14 個）で、EV の充電を行っています。

内容が固まりつつある「スマート モビリティ シティ 2011」。特別企画展として東京モーターショーで実施する

横浜の日産本社前のEV 充電スタンド
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CO2の見える化への積極的な取り組みをPR
AD環境シンポジウム2011に参加

震災後の状況などをヒアリング
経済産業省が大橋商店を視察

　経済産業省自動車課の波留静哉自動車リ
サイクル室長らが 6 月 30 日、ＮＧＰ協同

組合の大橋理事長の会社である、大橋商店
（神奈川県横浜市）を訪問し、磯子区岡村の

本 社 と 金 沢
区 福 浦 の 解
体 工 場 を 視
察しました。
波 留 室 長 ら
は こ れ ま で
同 社 を 視 察
す る 機 会 が
なく、視察に

は大橋岳彦理事長が対応し、使用済自動車
の適正処理への取り組みやリサイクル部品
の管理システムについて説明などを行いま
した。
　視察後は、東日本大震災の影響で使用済
自動車の発生量が激減している状況なども
あり、最近の使用済自動車の発生状況や神
奈川県で日産自動車が取り組み始めている
使用済自動車の再資源化処理について意見
交換を行いました。大橋理事長は、日本ＥＬ
Ｖリサイクル機構の副代表理事として自動
車リサイクル法に関わる産業構造審議会、
中央環境審議会の合同会議に解体業界を代
表した委員として参加しています。合同会
議との関連で、ＥＬＶ機構の今後の展望な
どについても話題にあがりました。

　NGP 協同組合は 7 月 20 日に都内のあ
いおいニッセイ同和損害保険本社で開かれ
た「AD 環境シンポジウム」に参加、リター
ナブル梱包材の展示なども行い NGP 協同
組合が取り組んでいる「エコ活動」をアピー
ルしました。シンポジウムは、あいおいニッ
セイ同和損保と AD 全国プロ会で取り組ん
できた「エコアクション 21」への関係企業
の取得チャレンジが積み上がり、700 社を
突破したことを記念したものです。同時に東
日本大震災から被災地が早期に復興するこ
とを祈る気持ちも込められています。
　あいおいニッセイ同和の鈴木久仁社長、
環境省の加藤由紀夫大臣官房審
議官の挨拶に続いて、NPO 法人
サステナビリティ日本フォーラ
ム代表理事の後藤敏彦氏による

「環境新時代、企業の社会的責任
（CSR）を考える」と題した記念
講演がありました。またエコア
クション 21 の認証取得企業代
表者による事例報告が行われま
した。

　シンポジウムの最後のプログラムがパネ
ルディスカッションで、NGP 協同組合の大
橋岳彦理事長がパネラーの一人として登場
しました。「大震災を乗り越え、今、企業に
必要なものは？」がテーマで、大橋理事長
は NGP 協同組合がリサイクル部品利用に
ともなう CO2 排出量削減効果の見える化、
リターナブル梱包材の利用による独自の
CO2 排出削減への取り組み、あるいは国内
最大の環境展「エコプロダクツ」へ単独出
展を重ねていることなど、組織的な取り組
みを披露しました。
　 東日本 大 震 災 の関連 では、4 月から 5

月にかけて宮城県仙台市、岩沼市で引き上
げ作業に取り組んだこと、今後、それらの車
両の適正解体処理についての協力するため
の準備を進めていることなど、NGP 協同組
合として被災車両の処理作業を通じて復興
に協力するとの姿勢を明らかにしました。
　また、環境省の正田寛環境経済課長から
持続可能な社会を実現するために何が必要
かとの 質問が あり、「NGP エコひろば 」な
どの提案活動を通じて「お客様とのパート
ナーシップを強固にして環境への取り組み
を続けることが必要である」などと答えま
した。

経産省の波留自動車リサイクル室長、初沢課長補佐の視察に対応する大橋理事長

参加者全員で持続可能な社会の
実現を考えたパネルディスカッション

展示コーナーにはリターナブル梱包材などで
アピールした

CO2削減効果の見える化などの取り組みを
PRする大橋理事長

組合員情報変更
支部 会社名 変更内容 変更後 変更日
北陸 津田鋼業株式会社 会社代表 代表取締役　津田隆二

東海 ユーパーツ名古屋店 移転 23年 7月15日

23年 7月1日

〒460-0012  愛知県名古屋市中区千代田 2- 6 -16  共信ビル３階
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